
議
案
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果
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１日　議会運営委員会
　　　各派会長会
11日　市庁舎整備等特別委員会
13日　広報広聴委員会
　　　各派会長会
　　　議会運営委員会
19日　全員協議会
　　　各派会長会
22日　議会改革特別委員会
25日　各派会長会
　　　４月臨時会
　　　各派会長会
　　　広報広聴委員会

６日　各派会長会
　　　定例会初日（６月24日まで）
　　　全員協議会
９日　議会運営委員会
16日　広報広聴委員会
17日　生活環境委員会
　　　生活環境委員会協議会
　　　都市経済委員会
　　　都市経済委員会協議会
20日　総務委員会
　　　議員勉強会
　　　議会改革特別委員会
21日　議員勉強会
24日　全員協議会
　　　教育民生委員会協議会

９日　各派会長会
　　　議会運営委員会
　　　広報広聴委員会
　　　都市経済委員会協議会
　　　教育民生委員会協議会
23日　生活環境委員会協議会
         教育民生委員会協議会
24日　各派会長会
　　　議会運営委員会
27日　全員協議会
　　　議会改革特別委員会



































































































議会の動き
4・5・6月

4月

5月

6月

審議した議案とその結果
平成28年6月定例会
審議した議案とその結果

平成28年6月定例会

議
案
第
55
号

原
案
可
決

議 案 番 号

審議結果

議
案
第
56
号

原
案
可
決

議
案
第
57
号

原
案
可
決

議
案
第
58
号

原
案
同
意

議
案
第
59
号

原
案
同
意

諮
問
第
２
号

原
案
同
意

議
員
提
出
議
案
第
２
号

否　
　

決

請
願
第
２
号

不
採
択

：賛成、　：反対　－は除斥または欠席した者です。

議員名

１　川田　匡文

２　真鍋　順穗

３　松永　恭二

５　水本　徹雄

６　佐野　大輔

７　神田　泰孝

８　多田　光廣

９　小橋　清信

10　山本　直久

11　岡田　　剛

12　大前　誠治

13　三宅　真弓

14　中谷真裕美

15　尾崎淳一郎

16　加藤　正員

17　藤田　伸二

19　髙木　新仁

20　三谷　節三

21　福部　正人

22　内田　俊英

23　国方　功夫

24　片山　圭之

25　松浦　正武

26　横川　重行

27　三木　まり

議長のため採決に参加せず



一　

般　

質　

問

①
新
庁
舎
の
市
民
交
流
活
動
ス
ペ
ー

ス
具
体
化
②
子
供
の
貧
困
対
策

中
谷
真
裕
美

①
丸
亀
城
整
備
等
の
募
金
②
骨
髄
移

①
丸
亀
創
生
塾
「
新
明
倫
館
」
②
地

方
公
会
計
に
関
す
る
改
革
と
活
用

国
方
　
功
夫

①
食
育
②
食
農
（
魚
）
教
育

松
浦
　
正
武

①
大
震
災
時
に
関
連
被
害
を
抑
え
る

対
策
②
保
育
士
処
遇
改
善
へ
の
対
応

等
③
浄
化
セ
ン
タ
ー
再
構
築
に
当
た

っ
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
④
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
成
立

を
受
け
て
の
本
市
の
対
応

藤
田
　
伸
二

①
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
目
指
す
鳴

門
市
等
と
の
連
携
②
路
線
バ
ス
の
バ

ス
停
設
置
③
消
防
団
員
確
保
の
推
進

④
三
世
代
同
居
・
近
居
支
援
⑤
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
休
日・

時
間
外
対
応
等
⑥
物
品
の
購
入
に
お

け
る
受
注
機
会
の
拡
大
に
向
け
て

福
部
　
正
人

①
地
産
地
消
に
よ
る
市
民
の
食
の

安
全
確
保
と
農
業
の
成
長
産
業
化

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
②
公

園
等
の
樹
木
管
理
③
ま
ち
な
か
再

生
と
中
心
市
街
地
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
策
定

真
鍋
　
順
穗

①
児
童
虐
待
対
策
②
丸
亀
創
生
塾

「
新
明
倫
館
」

加
藤
　
正
員

①
防
災
対
策
②
財
政
計
画
③
職
員

管
理 大

前
　
誠
治

①
熊
本
地
震
を
通
じ
た
防
災
・
減

災
対
策
②
子
供
や
親
の
笑
顔
が
見

え
る
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
③

丸
亀
市
の「
四
国
一
の
住
み
よ
さ
」

Ｐ
Ｒ
強
化
④
丸
亀
市
民
会
館
閉
館

水
本
　
徹
雄

①
教
育
行
政
②
丸
亀
城
関
連
③
ス
ポ

ー
ツ
振
興

多
田
　
光
廣

①
命
の
教
育
②
丸
亀
駅
北
部
の
に

ぎ
わ
い
創
出
③
四
国
リ
ニ
ア
新
幹

線
誘
致

川
田
　
匡
文

①
第
14
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
丸
亀

大
会

①
待
機
児
童
対
策
・
子
育
て
支
援
②

自
然
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り

①
障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
案
②
私

尾
崎
淳
一
郎

①
貧
困
対
策
②
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

育
成
と
活
用

佐
野
　
大
輔

①
小
規
模
多
機
能
自
治
の
実
現
へ

②
新
教
育
長
の
抱
負
と
展
望

内
田
　
俊
英

18
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

質
問
者
・
項
目

一般質問

神
田
　
泰
孝

横
川
　
重
行

片
山
　
圭
之

後
の
利
用
施
設
等
の
状
況
⑤
全
国
藩

校
サ
ミ
ッ
ト
丸
亀
大
会
を
契
機
と
し

た
人
財
づ
く
り

①
地
域
住
民
か
ら
み
る
危
機
管
理
と

防
災
の
諸
課
題
②
女
性
の
人
権
問
題

③
核
の
ゴ
ミ
処
分
方
針
に
関
連
し
て

三
木
　
ま
り

植
ド
ナ
ー
支
援
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
Ｍ
Ａ
Ｐ
④
防
犯
カ
メ
ラ
⑤
投
票
率

向
上
の
仕
掛
け

道
に
お
け
る
道
路
改
修
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
な
ど
に
対
す
る
市
の

援
助
③
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
施
行
後
の
現
状

　

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
議
員
の

活
動
や
行
政
が
今
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
本
会
議
な
ど
の
議
会
の

傍
聴
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

会
議
の
当
日
、
本
館
２
階

傍
聴
受
付
で
手
続
き
を
す
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局

へ
。
（
TEL
２
４
│
８
８
２
８
）

本
会
議
・
委
員
会
の

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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川
田
議
員　

さ
ぬ
き
浜
街
道
４
車

線
化
な
ど
、
今
が
丸
亀
駅
北
部
の
に

ぎ
わ
い
創
出
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

防
災
機
能
を
備
え
た
大
型
施
設
を
誘

致
し
、
回
遊
観
光
で
き
る
よ
う
な
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
考
え
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

市
北
部
は
交
通

ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
規

模
施
設
が
立
地
す
れ
ば
、
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
エ
リ
ア
の
魅
力

や
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
、
議
員
提
案
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
一
つ
の
選
択
肢

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面

は
今
あ
る
地
域
特
有
の
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
丸
亀
駅
北
部
の
魅
力
や

価
値
を
高
め
た
い
。



一　

般　

質　

問

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

計
画
ど
お
り
に
整
備
を

丸
亀
駅
北
部

に
ぎ
わ
い
創
出
を

新
明
倫
館

ど
の
よ
う
な
活
動
か

農
商
工
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
を

2016.8 ❼ No.62

　

大
前
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
計
画
が
市
庁
舎
整
備
の

た
め
に
遅
れ
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
計
画
を
変
更
せ
ず
早
期

に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

本
市
で
は
、
災
害
に
備

え
、
ま
ず
学
校
校
舎
や
体
育
館
の
整

備
を
最
優
先
に
進
め
、
一
昨
年
に
耐

震
化
率
１
０
０
％
を
達
成
し
た
。
今

年
度
か
ら
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
工
事
に
着
手
す
る

が
、
飯
野
、
垂
水
両
セ
ン
タ
ー
は
次

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
在
本
市
で
は
、
市
庁
舎
な
ど
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
財
政
状

況
と
あ
わ
せ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る

が
、
地
元
と
協
議
し
、
で
き
る
限
り

早
期
の
整
備
に
努
め
た
い
。

　

川
田
議
員　

さ
ぬ
き
浜
街
道
４
車

線
化
な
ど
、
今
が
丸
亀
駅
北
部
の
に

ぎ
わ
い
創
出
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

防
災
機
能
を
備
え
た
大
型
施
設
を
誘

致
し
、
回
遊
観
光
で
き
る
よ
う
な
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
考
え
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

市
北
部
は
交
通

ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
規

模
施
設
が
立
地
す
れ
ば
、
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
エ
リ
ア
の
魅
力

や
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
、
議
員
提
案
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
一
つ
の
選
択
肢

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面

は
今
あ
る
地
域
特
有
の
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
丸
亀
駅
北
部
の
魅
力
や

価
値
を
高
め
た
い
。

　

加
藤
議
員　

丸
亀
創
生
塾
「
新
明

倫
館
」
の
設
置
目
的
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
無
料
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン

ゲ
ス
ト
交
流
会
の
内
容
は
。

　

市
長
公
室
長　

新
明
倫
館
は
、
１

年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
た
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て
、
地
域
課
題
や

創
業
実
践
、
社
会
貢
献
型
ビ
ジ
ネ
ス

や
地
方
活
性
化
に
つ
い
て
講
義
と
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
る
。
講
義
は
専
任
講
師
に

よ
る
通
常
講
義
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
方
式
の
サ
ロ
ン
ゲ
ス
ト
交
流
会

が
あ
り
、
客
員
講
師
と
の
交
流
が
受

講
生
の
人
脈
づ
く
り
に
資
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
交
流
会
は
一
般
聴

講
も
可
能
で
あ
り
、
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
も
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

サロンゲスト交流会

　

真
鍋
議
員　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
の
た
め
、
市
内
農
産
物
の
市
内
消

費
、
加
工
事
業
者
へ
の
あ
っ
せ
ん
、

多
品
目
に
わ
た
る
契
約
栽
培
の
取
り

ま
と
め
機
関
の
設
置
な
ど
、
生
産
者

と
需
要
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　

産
業
文
化
部
長　

事
業
所
へ
の
啓

発
や
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
加
工
業
者
や

外
食
事
業
者
な
ど
に
ニ
ー
ズ
把
握
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
内
を
め
ど

に
実
施
し
、
Ｊ
Ａ
や
青
果
市
場
、
食

品
業
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

商
工
会
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、
生

産
者
と
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
を
創
出
し
た
い
。
そ
の
上
で
さ
ら

に
需
要
が
増
え
た
場
合
、
取
り
ま
と

め
機
関
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

ＱＡ

建て替え中の城坤コミュニティセンター

新堀湛甫と京極大橋
たん ぽ



一　

般　

質　

問

女
性
の
人
権
問
題

市
の
対
応
は

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
で

人
財
づ
く
り
を

体
育
協
会
の

役
割
と
在
り
方

子
供
の
貧
困
対
策

支
援
の
取
り
組
み
を

世
界
記
憶
遺
産
登
録

鳴
門
市
と
連
携
を

　

川
田
議
員　

さ
ぬ
き
浜
街
道
４
車

線
化
な
ど
、
今
が
丸
亀
駅
北
部
の
に

ぎ
わ
い
創
出
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

防
災
機
能
を
備
え
た
大
型
施
設
を
誘

致
し
、
回
遊
観
光
で
き
る
よ
う
な
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
考
え
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

市
北
部
は
交
通

ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
規

模
施
設
が
立
地
す
れ
ば
、
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
エ
リ
ア
の
魅
力

や
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
、
議
員
提
案
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
一
つ
の
選
択
肢

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面

は
今
あ
る
地
域
特
有
の
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
丸
亀
駅
北
部
の
魅
力
や

価
値
を
高
め
た
い
。
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三
木
議
員　

女
性
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
が
推
進
さ
れ

る
た
め
の
、
本
市
の
方
向
性
と
対
応

策
を
示
さ
れ
た
い
。

　

総
務
部
長　

女
性
の
人
権
問
題
の

中
で
も
、
Ｄ
Ｖ
問
題
は
早
急
な
対
応

が
必
要
な
重
点
課
題
で
あ
り
、
い
か

な
る
暴
力
も
許
さ
な
い
と
い
う
意
識

を
共
有
す
る
た
め
、
女
性
相
談
窓
口

の
周
知
も
含
め
、
広
報
、
啓
発
活
動

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
や
女
性
の
活
躍
推
進
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
市
役
所
自
ら
の
率

先
し
た
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
市
内
事
業
所
に
も

働
き
掛
け
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

　

水
本
議
員　

11
月
に
開
催
さ
れ
る

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
丸
亀
大
会
を
契

機
と
し
、
丸
亀
創
生
に
つ
な
が
る
人

財
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

　

教
育
長　

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

は
、
丸
亀
藩
の
明
倫
館
を
は
じ
め
と

す
る
藩
校
の
人
材
教
育
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
本
市
の
教
育
の
在
り
方

を
考
え
る
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
地

方
創
生
に
関
わ
る
人
づ
く
り
を
、
丸

亀
市
教
育
大
綱
、
丸
亀
市
人
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関
連
を
図
り
な
が
ら

展
開
す
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

を
生
か
し
て
、
丸
亀
発
展
の
主
役
と

な
る
人
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

ＱＡ

　

多
田
議
員　

市
体
育
協
会
は
、
運

営
体
制
の
改
善
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
心
的
役
割
を
果

た
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
市
長
が
会
長
を
務
め
て
い
る

が
、
実
際
の
運
営
に
つ
い
て
誰
が
責

任
を
持
つ
の
か
。

　

生
活
環
境
部
長　

運
営
体
制
の
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い

く
。
体
育
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
事
業
を
行
い
、
市
民
の
健
康
増
進

や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に

貢
献
し
て
き
た
。
今
後
も
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
体
育
協
会
の
運
営
は
、
理
事

会
の
指
揮
、
責
任
の
も
と
に
事
務
局

が
行
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
な
責
任

は
会
長
が
負
う
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

体育協会事務局のある市民体育館

　

中
谷
議
員　

子
供
の
貧
困
対
策
を

進
め
る
た
め
に
、
生
活
実
態
調
査
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
具
体

的
な
支
援
策
と
し
て
、
就
学
援
助
制

度
の
充
実
、
学
童
保
育
の
お
や
つ
の

改
善
、
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を
求

め
る
。

　

市
長　

子
供
の
生
活
実
態
調
査

は
、
実
施
に
向
け
前
向
き
に
検
討
す

る
。

　

教
育
部
長　

就
学
援
助
制
度
の
充

実
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。
学
童
保
育
の
お
や
つ

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
意
見
な
ど

を
把
握
し
て
検
討
し
た
い
。
給
付
型

を
含
む
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
局
と
多
方
面
か
ら
検

討
し
た
い
。

Ｑ

ＡＡ

塩屋別院でのドイツ兵俘虜演奏会

　

福
部
議
員　

第
一
次
世
界
大
戦

時
、
本
市
の
塩
屋
別
院
や
鳴
門
市
の

坂
東
俘
虜
収
容
所
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜

が
収
容
さ
れ
、
人
道
的
に
扱
わ
れ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
鳴

門
市
は
資
料
な
ど
の
世
界
記
憶
遺
産

へ
の
登
録
を
目
指
し
て
お
り
、
本
市

も
観
光
効
果
な
ど
を
期
待
し
、
連
携

し
た
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

塩
屋
別
院
に
収
容
さ

れ
て
い
た
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
は
、
後
に

坂
東
俘
虜
収
容
所
に
移
送
さ
れ
、
日

本
で
初
め
て
第
九
の
演
奏
を
行
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

現
在
も
鳴
門
市
と
は
様
々
な
形
で
交

流
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
交

流
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ
　

松
浦
議
員　

全
市
民
を
対
象
と
し

た
食
育
を
市
職
員
だ
け
で
行
う
に
は

限
界
が
あ
る
。
本
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
現

在
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
食

生
活
改
善
推
進
員
約
２
７
０
人
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食
育
推
進
活
動
を

し
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
を
対
象

に
３
種
類
の
研
修
を
行
い
、
食
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
知
識
な
ど
も

習
得
し
て
も
ら
い
、
幅
広
い
年
齢
層

の
市
民
、
ま
た
地
域
で
の
食
育
の
普

及
・
啓
発
を
行
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

も
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
食
育
推
進
の

た
め
に
創
意
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
。
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